　　　　　　　　 　奥祖谷二重かずら橋
三好市東祖谷 　案山子の里
落合地区重伝建保存地区
Ｄ０８５　０８６　０８７　　担当上窪青樹
　　　　　　　　　　　　　　文は　柳本渓光

「東祖谷（旧東祖谷山村）」は、岐阜県の「白川郷」、宮崎県の「椎葉村」と共に日本三大秘境の一つに数えられ、東に一、九五五Mの霊峰剣山が控え、剣山を源流とする祖谷川が中央を西へと流れる。その両岸の斜面には
、四四の集落が斜面に張りつくように開かれている。しかし時代の変遷とともに、人口の減少も甚だしく、ピーク時八、〇〇〇人を超えていた人口が、平成の合併以降一、〇〇〇人を切るまでとなり、存続を危ぶまれる状況となっている。そんな危惧の中、昨今では剣山、三嶺などの山岳等への自然志向などを基盤に、案山子の里や二〇一八年に世界農業遺産（GIAHS）に認定された「西阿波の傾斜地農耕システム」の傾斜地農業の革新的エリア『落合地区重要伝統建造物群保存地区（二〇〇五年認定）』への観光客の増加などで若干の賑わいを見せている
。また東祖谷は、平家落人伝説の里としても知られており、主だったものを揚げると、安徳天皇の御火葬場跡や、鉾杉（平国盛手植えの杉）、宇治川・京上の地名、皇宮の太鼓田、また剣山（一、九五五M）周辺には平家の馬場、安徳帝刀掛けの松等々その史跡の枚挙に暇がない。
　これらへの交通手段として、東祖谷の中心地京上（終点久保）まではJR阿波池田駅から四国交通定期バス利用で所要時間一時間四五分、乗用車一時間一〇分。京上を起点に各史跡等観光地までだと、乗用車で剣山見ノ越までの約一時間一〇分を除き、おおかた四十分以内に在る。「奥祖谷二重かずら橋」は、鬱蒼とした森林の中の清流祖谷川に架かっており、冬期間を除き渡橋料（大人五五〇円）は要るが、季節ごとの移ろいには目を瞠るものがある。そこから五分ほど下ると「案山子の里」があり、ミレーの「晩鐘」などを模した風景や廃校舎を利用した案山子の学校があり、旅情を一層引き立てて呉れることだろう。その案山子の里から下流へ一〇分ほど下ると、先述の「落合地区重伝建施設保存地区」があり地区内にはそば打ち体験が出来る「そば道場」もある。対岸の中上展望所からの一望は、保存地区に恥じない「空の里」の歴史を今にの風景に懐古の情を深くされることであろう。更にニ三分下って下瀬という在所から農道を五分ほど上ると、鳥居の無い栗志度八幡神社があり、その境内には「安徳天皇の御火葬場跡」がある。又、京上から旧県道を一キロほど下って若林という在所から農林道を車で十分ほど上ると、標高八六〇Mほどの大枝という在所の武家屋敷喜多家に行き当たる。この大枝は、大正九年の祖谷街道開通（終点久保）までは村役所・区務所があり東祖谷の中心地であった。その屋敷の隣に厳島神社の許可を得て、御神体の分祀御鉾を祀る一社を造営、お納めし丁重にお祀りしたと伝えられている鉾神社があり、口承伝承だが平国盛が植えたと伝えられる「鉾杉（国盛杉）」が今も健在で、樹周一一M、樹高三五M、木の枝の広がり直径二五・五Mがその威容さを誇っている。尚この神社の御神像は五体祀られていて、うち三体は鎌倉時代と想定されるもので、県の文化財に指定されている。又、ここからは中心地の展望のみでなく、南には天保一三年の百姓一揆の罪で断罪された京柱峠「刑柱峠（高知県堺）」につながる山々と四囲の一、〇〇〇M級の山脈が、祖谷の地形の総体を確認するに十分な山襖の眺望を具備している。大枝在所への入り口若林にもそば打ち体験が出来る「奥祖谷めんめ塾」がある。
　　水溜めて薄暑薄暮の平家村　　　　　進藤　一考　　
夜涼し芋田楽の串太に　　　　　　　高井　北杜
月の祖谷うすばかげろふほどの身を　柴田　夷浪
